
無垢板のリビング TV棚施工について 
 今回、無垢の棚板はスッキリした見栄えになるように受け板等を見えにくく納める施工例です。 
受け板は鋼製ブラケットでプラスターボードに隠れる所までブラケットの火打ちピースを取り付け

て少しでも揺れを小さくなるように配慮しました。 
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１．ヴェンゲ無垢板によるリビング TV棚 

ブラケット取付桟を間

柱に固定する。 

ブラケット火打ちピースを

壁内に押える。 
 

 ３Fの窓下に TVカウンター棚を付けるものです。 

 ヴェンゲ材は支給品で木取りから NC加工で 

 ブラケット部ザグリ、コンセント穴開けを行い、 

                         さらに、３Fまでの持ち込み、取付を致しました。      

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 L3560*D505*T65 の無垢板をユニック車にて 3F
のベランダまで吊り上げて入れ込みました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ヴェンゲ無垢板の 
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両耳カット完了。  

 L3560*D505*t65 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化粧面小口に虫食い跡。 
埋め木にて処理。 

 



 

 
                      L3560の板の虫食い箇所あり（白テープ片）埋め木にて

処理。 
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                          下段の棚板はシラタの多い部分を壁に呑み込     

          ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ブラケット固定状況です。  

ブラケットはザグリ部にうまく納まっています。 

火打ちピースを壁に隠れる範

囲で大きくしたい。 

***このザグリとコンセント穴はＮＣ加工です。 
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棚板上部固定状況。 

大きめの L金物にて間柱等に固定。 

板材の重量がかなりある為、ブラケットだけでは多少の揺れが発生し、板上部の固定で揺れ止まる。 

 

  

 

 
 棚板固定完了状況。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
壁塗り完了で仕上がり 

状況。 

 厚い無垢板がスッキリ 

 見えます。 
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板足を付ければ簡単な固定ですが、このような板足が無

い場合には無垢板に存在感が加わった気がいたします。 

 

 

 

 

 

 

２．ウォールナット無垢板の TV棚 
 

 左側小口は壁呑み込み固定。 

 右側は引き戸引き込み部で 

 ブラケットにて固定し、さらに 

 中央部も撓まぬように同様に固定した。 
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 L4450*D541*t60の 1枚板です。 

 

 

 

 

 

 

 
  天板状況です。 

 

 

 

 

 

 

 
 ブラケット部ザグリ加工、ブラケット固定 

                          状況。 

 

 
こんな具合の金物を使用した無垢の棚板取付が増えてきました。そこで、採寸を正確にやることで 

ザグリ、穴あけ加工等を NCで行い、施工性が向上するように努めています。 

                 ㈱マルダイ 家具部 Da・Monde 鈴木 
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